
蘇
鉄

五
月
号
学
校
だ
よ
り

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
発
行

三
島
市
立
中
郷
西
中
学
校
（昭
和
五
十
五
年
四
月
開
校
）

校
長

野
口
厚

校
訓
：

「鍛
え
る
・伸
び
る
・助
け
合
う
」

あ
い
さ
つ

校
庭
の
木
々
の
若
葉
が
青
空
に
映
え
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
中
郷
西
中
生
は
伸
び
伸

び
と
、
勉
学
と
運
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
四
月
号
で
は
、
五
育
「徳
・知
・体
・

才
・
食
」と
め
ざ
す
生
徒
像
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
し
た
。

五
月
号
で
は
、
本
年
度
の
運
営
目
標
と
施

策
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
度
、
「
学
校
が
本
当
に
楽
し

い
」
が
55
％
、
「
校
外
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
」
が
50
％
で
し
た
。

こ
れ
ら
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

目
標
を
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
る
」

の
実
践
と
し
、
施
策
と
し
て
、
そ
れ
を
実
践

で
き
る
人
を
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
三
者

が
協
働
で
子
ど
も
に
向
き
合
い
、
社
会
総
掛

か
り
で
育
て
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
昨
年
度
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
は
応

用
問
題
は
全
国
平
均
を
超
え
た
も
の
の
、
基

礎
問
題
は
全
国
平
均
で
し
た
。
ま
た
、
成
績

結
果
に
満
足
し
た
生
徒
は
８
％
に
過
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
、
目
標
を

「考
え
出
す
・作
る
力
を
培
う
授
業
の
実
践
」

と
し
、
施
策
と
し
て
、
生
徒
が
主
体
的
に
取

り
組
め
る
課
題
を
設
定
し
、
対
話
と
議
論

を
通
し
て
深
い
学
び
引
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
昨
年
度
、
「
い
じ
め
が
本
当
に
な
い

と
思
っ
て
い
る
生
徒
」が
33
％
、
「
マ
ナ
ー
を

し
っ
か
り
守
ら
せ
た
と
判
断
し
た
教
員
」
が

48
％
で
し
た
。

こ
れ
ら
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

目
標
を
「自
他
の
よ
さ
を
尊
重
す
る
人
権
教

育
の
実
践
」と
し
、
施
策
と
し
て
、
授
業
、
特

別
活
動
、
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
相
手

の
よ
さ
を
発
見
し
、
自
分
の
よ
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
る
人
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

三
者
合
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
会
を
開
催
す
る
。

（徳
）

四
月
十
七
日
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の

三
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
社
会
総
掛
か
り

で
子
ど
も
た
ち
を
教
育
し
て
い
く
こ
と
を

共
通
理
解
し
ま
し
た
。

学
校
：

校
長

野
口
厚

教
頭

岡
山
純
、
他
職
員
31
人

本
年
度
の
主
な
活
動
：

・魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

・防
災
教
育
（土
の
う
作
り
）

・地
域
Ｖ
Ｓ
の
拡
大

・給
食
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・発
展
型
セ
ル
フ
ラ
ン
チ

Ｐ
Ｔ
Ａ
：

会
長

加
藤
昌
彦

副
会
長

佐
野
巧

勅
使
河
原
伸
一

山
本
由
里
子

書
記

杉
山
利
恵
子

会
計

山
本
智
絵

本
年
度
の
主
な
活
動
：

・奉
仕
作
業

・廃
品
回
収
（年
間
２
回
）

・生
徒
協
働
の
バ
ザ
ー

・あ
い
さ
つ
運
動

・全
校
農
兵
節

学
校
支
援
地
域
本
部
：

委
員
長

宮
崎
崇

副
委
員
長

加
藤
頌
吾

芹
澤
弘
之

事
務
局

田
中
一
好

本
年
度
の
主
な
活
動
：

・公
民
館
夏
期
講
習

・中
郷
西
寺
子
屋

・草
刈
り
、
植
木
剪
定

・部
活
動
指
導
・防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

生
徒
会
入
会
式
を
行
う
（徳
）

四
月
十
日
、
一
年
生
が
中
郷
西
中
学
校

生
徒
会
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
会

長
の
大
野
さ
ん
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、

一
年
生
を
代
表
し
て
中
村
さ
ん
が
立
派
に

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

生
徒
会
活
動
は
、
授
業
で
学
ん
だ
知
識
と

技
能
を
発
揮
す
る
場
で
す
。
生
徒
会
長
を

中
心
に
自
分
た
ち
で

企
画
し
、
運
営
す
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
実
社

会
で
役
立
つ
生
き

る
力
で
す
。

部
活
動
勧
誘
を
行
う
（体
）

同
日
、
各
部
活
動
の
二
・三
年
生
が
一
年

生
に
活
動
内
容
を
説
明
し
、
勧
誘
を
し
ま

し
た
。
部
活
動
も
生
徒
会
同
様
、
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
場
で
す
。

多
く
の
生
徒
が
み
ん
な
で

活
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
。

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
る

（知
）

四
月
十
八
日
、
文
部
科
学
省
主
催
の
い
わ

ゆ
る
全
国
学
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
年
生
が
対
象
で
、
教
科
は
国
語
と
数
学

で
す
。
昨
年
度
は
国
語
、
数
学
と
も
に
基
礎

問
題
が
全
国
平
均
止
ま
り
で
し
た
が
、
そ

の
後
、
弱
点
を
改
善
し
て
、
入
試
で
は
見
事

な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

今
年
の
結
果
は
八
月

下
旬
に
届
く
予
定
で
す

の
で
、
結
果
如
何
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
後
の
教
育
計

画
を
見
直
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
特
別
会
計
か
ら
の
援
助
金
（徳
）

こ
の
ほ
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
特
別
会
計
か
ら
次
の
援
助
を
い
た
だ
け

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

・部
活
動
振
興
会
へ
の
援
助

10
万
円

・合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
バ
ス
代
補
助

20
万
円

・一
年
生
机
天
板
付
け
替
え

10
万
円

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き

続
き
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
ま

す
。

教
員
の
活
躍

中
郷
西
中
学
校
か
ら
三
島
市
教
科
等
指

導
リ
ー
ダ
ー
に
三
人
の
教
員
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

・森
祐
介

森
厚
志

鈴
木
雅
彦

五
月
の
主
な
学
校
行
事

８
日

命
を
考
え
る
日

１
年
：高
齢
者
福
祉
教
育

２
年
：防
災
教
育
（災
害
図
上
訓
練
）

３
年
：防
災
教
育
（土
の
う
作
り
）

８
～
11
日

家
庭
訪
問

12
日

小
中
合
同
避
難
訓
練

14
日

狩
野
川
連
合
総
合
水
防
演
習

20
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業
（予
備
日
な
し
）

26
～
28
日

３
年
生
修
学
旅
行
（奈
良
・京
都
）

27
～
28
日

２
年
生
宿
泊
行
事
（南
伊
豆
・妻
良
）

１
年
生
宿
泊
行
事
（鎌
倉
・箱
根
）

29
・
30
日

振
替
休
日

六
月
の
主
な
学
校
行
事

６
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
あ
い
さ
つ
運
動
開
始

８
日

３
年
中
間
テ
ス
ト
（技
能
教
科
）

９
日

全
学
年
中
間
テ
ス
ト
（基
本
５
教
科
）

10
日

中
学
生
主
張
大
会
（生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー)

11
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
廃
品
回
収
（予
備
日
：
18
日
）

16
日

授
業
参
観
日
・テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

29
日

生
徒
総
会

電
話
番
号

０
５
５

９
７
７

４
７
０
７

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を
見

ま
し
ょ
う
。


